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保育者養成カリキュラムの構造化に関する取り組み

― 教員間の授業内容の調整による構造化の実現 ―
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, .Recently improving a Curriculum of university has benn one of the matters of serious concern
We intend to structurize the curriculum of teacher training course of our junior college and to,

build up an efficient curriculum to help the students to acquire the knowleges and skills for early
. , , ( ,childhood care and education And on the other hand we hope that all teachers professeor

assistant professor etc understand the object and characteristics of our curriculum and that.) ,

.they do the best for doing their duties
.The purpose of this article is to show the result of the project

はじめに

本報告は，本学紀要第39号において報告した「保育者養成カリキュラムの構造化に関す

る取り組み」の続編である。

今回，一応の結果を出した本学保育学科の「保育者養成カリキュラムの構造化」プロ

ジェクトは，平成12年度に日本私立学校振興・共済事業団に対して「教育・学習方法等改善

支援経費」の申請を機に開始された。まず，平成12年度には，本学幼児教育学科（当時）

に入学してくる学生へ向けたガイダンス冊子「これから仲間となるみなさんへ」の作成・

配布，本学の保育者養成カリキュラムの解説冊子「カリキュラムの考え方と特色」の作成

・配布を行った。これらの資料作成は，本学幼児教育学科（当時）に入学してくる学生が
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本学における保育者養成カリキュラムの全体像を理解することによって，学生一人ひとり

に意欲的な学習態度が形成されることを第一の目的としていた。また，第二の目的として，

本学幼児教育学科（当時）の専任教員はもちろんのこと，本学の他学科に属しつつ保育者養

成のための授業科目を担当する教員や非常勤講師に向けて，本学の目指す保育者養成とその

カリキュラム構成の意図に関する理解促進を図り，個々の教員の学生指導における自己改善

努力と本学が目指す保育者養成の目的を達成するための協力を求めることをねらっていた。

平成13年度には，新カリキュラムの策定を機として，学習内容の消化不良対策やいびつ

な時間割の改善，研究室担当教員による指導の強化を図って新カリキュラムを完成させた。

そして，平成14年度には，それぞれの教員の授業内容の連絡・調整の必要性についてそ

の認識の深化を図り，学科会議を利用して検討を続け，その結果を新たに，冊子「カリ

キュラムの考え方と特色」にまとめた。

本稿では，以上の経過を通して完成させた，冊子「カリキュラムの考え方と特色」に若

干の解説を加えるものである。なお，本来であれば，詳細な経過や考え方，あるいはプロ

ジェクトを進めていく上での問題点などを記載すべきであるけれども，紙幅の関係上，そ

れらの点については以後の報告に譲らせていただき，まずは冊子の内容をここに報告したい。

なお，本報告は，その本文を学科長である松原が事業責任者として執筆するけれども，

当然の事ながら，本稿で報告する事業の成果は，本学保育学科に属する研究室担当教員全

員による，教育・学習方法等改善のための真摯な努力の結果である。

保育者養成カリキュラムの構造化の観点

保育者養成カリキュラムの構造化にあたっては，そのポイントを試案として本学紀要第

39号に記しておいた。まずは，それを今一度振り返っておきたい。

まず前提となるのは，本学の保育者養成カリキュラム全体に，全教員が連携・協力体制

を構築することによってカリキュラムの構造化を図るということであった。そこで，本学

が目指す保育者養成を達成するために編成されたカリキュラムの概念を研究室担当教員全

員で，今一度確認した（図１）。そして，本学の保育者養成カリキュラムは，建学の精神

を基盤として，実習を中心に，他の関連諸科目が有機的に関連することを目指しているこ

との共通理解を深めた。

第二に，２年間の学習課程において，保育者養成のための学科目や研究室活動の流れや

ウェイトを図式化することによって，それぞれの教員が担当する授業科目が，食事にたと
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えるなら，趣味や嗜好の異なる様々な料理人によって提供される単品の料理ではなく，一

つのコース料理として全体の調和を考慮して教育サービスが学生に提供されるように，個

々の教員が授業内容を工夫することを確認した（図２）。

そして，第三に，カリキュラムの柱となるものを二つ確認した。その柱とは，一つが本

学保育学科の優れた特色である，他校に比してはるかに充実した実習を中心とした実践力

の育成である。こうして，系統立てられた実習を中心に，他の諸科目のすべてが，実習担

当教員との密な連携をはかりながら展開されることをねらった（図３－１）。

もう一つは，自己教育力育成を目指したカリキュラムの柱である。保育者養成は，過去

の即席養成に陥ってはならず，それゆえ，単なる小手先の保育技術の習得に満足するもの

であってはならない。本学保育学科では，今後もますます多様化する保育ニーズに，主体

的に対応することのできる能力の育成を目指している。そこで，本学の学生指導における

優れた特色である，本学の建学の精神に基づいた研究室制度を基盤として，学生たちの研

究能力の育成を図り，保育者として，現場において，生涯にわたって保育する力を磨き続

けることのできる力の育成をねらった（図３－２）。

最後に第四のポイントとして，個々の教員が，本学保育者養成カリキュラムの概念を正

確に理解し，本学における２年間の学習課程の系統の中に自分の授業を的確に位置づける

ことを目指した。この際，注目していただきたいのは，個々の教員が本学の保育者養成カ

リキュラムの流れの中に「取り込まれる」のではなく，「主体的に参画する」ことを重視

したことである。そのために，本学紀要第39号でも報告したとおり，授業科目の履修セメ

スターを調整することによって研究室を担当する専任教員全員が，２年間継続して学生の

指導にあたることができるように工夫をした。そして，その２年間に渡る継続的指導にお

いて，個々の教員が学生指導に当たる際のテーマを決めたことである。こうすることに

よって，個々の教員の教育責任を明確にすることができるとともに，個々の教員のより主

体的な保育者養成への力量の発揮を目指したのである。

以上のような観点をもって，本学保育学科に属する研究室担当の教員は，２年間の学習

課程の共通枠を前提として，個々にその枠の中に自らのテーマをもった主体的指導課程を

位置づけた。もちろん，繰り返しになるが，本学の優れた特徴である充実した実習を柱と

して，個々の教員は授業内容を実習との関連を十分に考慮して検討することとなっている。

そこで，全教員が，２年間の学習課程の共通枠の中に，自らの授業科目を位置づけること

で意見が一致した。こうしてできあがった成果が，次に示す図４－１～７である。























－167－

おわりに

最初にも述べたように，紙幅の関係上，本事業の成果の一部を示すことによって本報告

を終えなければならない。より詳細な報告は，機会があれば是非とも行いたいと考えてい

る。

ところで，保育者養成カリキュラムの構造化のための最終年度における話し合いで，こ

れまでは，ややもするとタブーとされた他の教員の授業に意見することが，自然とできる

ようになったことは確かな成果であると思われる。これはどこの大学においても見られる

光景であろうが，ある授業科目の担当教員がいないところで，その教員の授業内容につい

て批判する場面は多々見られた。このような状態では，その批判は単なる陰口で終わって

しまうけれども，学科会議の場で表に出された批判となれば，もやはそれは陰口ではなく，

保育者養成にともに尽力するパートナーに対する建設的な意見・助言となる。

本学保育学科は，本事業を通して，いわゆる雑居ビルのテナントから教育の目的を明確

に掲げた組織体へと着実に進化しつつあることは確かである。

なお，本事業の過程で，本学保育学科の人的資源の問題も明らかになってきた。これも

本学保育学科のような地方の小規模私立短大ではどこでも見られることであろうが，少人

数で多くの授業科目を担当しないといけないので，やむを得ず個々の教員は自分の専門に

隣接する分野あるいは若干隔たりを有する科目を担当しなければならない。それゆえ，本

学保育学科が目指す保育者養成を実現するためには，本学の現有スタッフではカバーでき

ない領域が見えてきた。その領域は，本稿で言及することを避けるが，非常勤講師で対応

するには問題を有する領域である。

高校以下の学校教育においては，自主的自律的学校運営のために教員スタッフ人事の裁

量がクローズアップされるが，本学保育学科において今後検討されるべき課題となってい

る。

＊本プロジェクトは，日本私立学校振興・共済事業団の「私立大学等経常費補助金特別補

助」に関して「教育・学習方法等の改善」に採択され，平成12年度から14年度の３年間に

わたって補助金を受けて行われた事業である。
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